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小諸・佐久  多様な人材  皆で築こう 

災 害 の 無 い 安 全 ・ 安 心 に 働 け る 街 

Hello! こもろーき通信 

11

月
は
過
労
死
等
防
止
啓

発
月
間
で
す 

建設荷役車両の定期点検を確実に実施しましょう 
～11月は建設荷役車両特定自主検査強調月間です～ 

 

厚
生
労
働
省
で
は
、
毎
年
11

月
を
「
過

労
死
等
防
止
啓
発
月
間
」
と
定
め
、
過
労

死
等
を
な
く
す
た
め
の
集
中
的
な
周
知
・

啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 ※
「
過
労
死
等
」
と
は
、
業
務
に
お
け
る
過
重
な

負
荷
に
よ
る
脳
・
心
臓
疾
患
や
業
務
に
お
け

る
強
い
心
理
的
負
荷
に
よ
る
精
神
障
害
を

原
因
と
す
る
死
亡
や
こ
れ
ら
の
疾
患
。 

 
―

労
働
時
間
を
適
正
に
把
握
し
ま
し

ょ
う 

 

過
労
死
等
防
止
の
第
一
歩
は
、
労
働
時

間
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
で
す
。
労
働

時
間
の
状
況
は
、タ
イ
ム
カ
ー
ド
や
勤
怠
シ

ス
テ
ム
等
の
客
観
的
記
録
を
用
い
て
管
理

し
、
や
む
を
得
ず
自
己
申
告
を
採
用
し
て

い
る
場
合
は
、
実
際
の
労
働
時
間
と
の
ズ
レ

の
有
無
を
定
期
的
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。 

ま
た
、
長
時
間
労
働
が
発
生
し
て
い
る

場
合
に
は
、
そ
の
原
因
を
分
析
し
、
業
務
量

や
人
員
配
置
の
見
直
し
、
業
務
の
効
率
化

な
ど
、
労
働
時
間
削
減
に
向
け
た
取
組
を

進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

 
―

長
時
間
労
働
者
の
健
康
確
保
を 
 

長
時
間
労
働
は
、
健
康
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
ま
す
。
時
間
外
・
休
日
労
働
が

長
時
間
に
及
ぶ
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
医
師

に
よ
る
面
接
指
導
等
の
措
置
を
適
切
に
実

施
し
、
心
身
の
不
調
の
早
期
発
見
と
対
応

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

ま
た
、
健
康
診
断
の
結
果
や
労
働
者
か

ら
の
相
談
を
踏
ま
え
、
職
場
全
体
で
健
康

管
理
を
推
進
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。 

 

―

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
職
場
改
善
に

活
か
し
ま
し
ょ
う 

 

過
労
死
等
は
、
長
時
間
労
働
だ
け
で
な

く
、
仕
事
や
人
間
関
係
の
ス
ト
レ
ス
等
を

き
っ
か
け
に
も
発
生
す
る
た
め
、
心
の
健
康

を
守
る
取
組
も
大
切
で
す
。
日
頃
か
ら
声

を
掛
け
合
い
、
困
り
ご
と
や
悩
み
を
相
談

し
や
す
い
職
場
を
作
れ
て
い
ま
す
か
？ 

ま
た
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
労
働
者
自
身
が
ス
ト
レ
ス
の
状
態

に
気
づ
く
き
っ
か
け
と
な
る
ほ
か
、
職
場
環

境
の
改
善
に
も
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
は
実
施
し
て
終
わ

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
結
果
を
活
用
し
な

が
ら
、
誰
も
が
安
心
し
て
働
け
る
職
場
づ

く
り
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 
―

専
門
家
へ
の
相
談
も 

 

労
働
時
間
管
理
、
長
時
間
労
働
対
策
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
等
に
つ
い
て
、
産
業
保

健
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
や
働
き
方
改
革
推

進
支
援
セ
ン
タ
ー
の
無
料
相
談
を
利
用
で

き
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
専
門
家
に
よ
る

支
援
も
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

フォークリフト、不整地運搬車、車両系建設機械、高所作業車（以下「建設荷役車両」）を安全に使用するため
には、定期的に点検を行い、必要な補修を実施することが重要です。 
労働安全衛生法において定められている、車両系荷役運搬機械、車両系建設機械の点検・検査の概要につい

ては、下表のとおりです。作業開始前点検や毎月の定期自主検査は、各事業者で実施することが可能ですが、
「特定自主検査」については、登録検査業者や一定の資格を有する検査者が実施しなければなりません。また、
特定自主検査は、令和８年１月１日から、新たに制定された「特定自主検査基準」（厚生労働大臣が定める告
示）に基づく確実な検査が必要です。 
適切な時期に点検を行い、異常を認めた場合には直ちに補修・修理をしましょう。 
修理等の普段は行わない作業（非定常作業）時には、労働災害のリスクが高まりますので、作業指揮者を定

め、作業手順等を確認してから作業しましょう。 
 実施時期 点検者 その他 

特定自主検査（年次） 
建設荷役車両 

１年を超えない期間ごとに１回 
（不整地運搬車は２年を超え
ない期間ごとに１回） 

登録検査業者・ 
資格を有する検査者 

・検査記録を３年間保存 
・見やすい箇所に検査標
章を貼りつける。 

定期自主検査 
（年次（建設荷役車両以外）・

月次） 

１年を超えない期間ごとに１回 

１月以内ごとに１回 各事業者 

・検査記録を３年間保存 

作業開始前点検 その日の作業開始前 
（法令上保存規定はありませんが、

記録を残すことが望ましいです。） 
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 シフト制にもルールがあります 

今月号 関連リンク 

急に冷え込みましたが、秋晴れの爽や
かな日と考えれば、良いでしょう。 
日頃より本誌を愛読いただき、御礼申
し上げます。昨今課題が多く、かつ情勢が
目まぐるしく変わり、ネタに事欠きません。
本誌が情報共有の一助となれば幸いで
す。季節の変わり目です。各自、ご自愛し、
ケガ・病気防止に努めるよう願います。 

～編集後記～ 

若
者
の
採
用
・
育
成
を
応
援
！ 

「
ユ
ー
ス
エ
ー
ル
認
定
制
度
」
の
ご
案
内 

若
者
の
採
用
・育
成
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
の

皆
さ
ま
、「
ユ
ー
ス
エ
ー
ル
認
定
制
度
」
を
ご
存
じ
で
す
か
。 

 

厚
生
労
働
省
の
「
ユ
ー
ス
エ
ー
ル
認
定
制
度
」
は
、若
者
の

採
用
・育
成
に
積
極
的
で
、雇
用
管
理
の
状
況
な
ど
が
優
良
な

中
小
企
業
を
厚
生
労
働
大
臣
が
認
定
す
る
制
度
で
す
。 

 

認
定
を
受
け
る
と
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
で
認
定
企
業
と
し
て

積
極
的
に
PR

さ
れ
る
ほ
か
、認
定
企
業
限
定
の
就
職
面
接
会

等
へ
の
参
加
や
、商
品
・広
告
、求
人
活
動
な
ど
へ
の
認
定
マ
ー

ク
の
使
用
が
可
能
と
な
り
ま
す
。ま
た
、若
者
の
採
用
・育
成
に

積
極
的
な
企
業
で
あ
る
こ
と
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
た
め
、

企
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
、若
者
へ
の
認
知
度
向
上
、人
材
確

保
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

 

認
定
を
受
け
る
た
め
に
は
、若
者
を
対
象
と
し
た
正
社
員

の
求
人
申
込
み
ま
た
は
募
集
を
行
っ
て
い
る
こ
と
や
、人
材
育

成
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
に
加
え
、離
職
率
、時

間
外
労
働
、有
給
休
暇
の
取
得
状
況
な
ど
、一
定
の
基
準
を
満

た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

若
者
に
自
社
の
魅
力
や
働
き
や
す
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
人

材
確
保
に
つ
な
げ
る
取
組
の
一
つ
と
し
て
、「
ユ
ー
ス
エ
ー
ル
認

定
」
を
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。認
定
基
準
や
申
請
方
法
な

ど
、詳
し
く
は
掲
載
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご
確
認
い
た
だ
く

か
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
佐
久
へ
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

Pick UP! 

令和８年 10月から 

カスタマーハラスメント対策が 

義務化されています 

 

近年、顧客等から労働者に対

する「カスタマーハラスメント」

や、採用面接等で行われる労働

者から求職者等に対するセクハ

ラが問題となっている状況を踏ま

え、労働施策総合推進法が改正

されました。 

事業主として対応方法や相談

体制を整備・労働者に周知し、ハ

ラスメントに対し、毅然とした態度

で対応できるようにしましょう。 

しごとより、いのち 特定自主検査強調月間 

建荷協 HP 

 

 

ユースエール認定制度 

厚生労働省 HP 

  

飲食店や小売店をはじめ、多くの職場で「シフト制」が採
用されています。働き方を柔軟に決めることができる便利な
仕組みですが、一方で、勤務日や勤務時間、有給休暇など
のトラブルも少なくありません。 
 
―「シフトによる」とだけ書いていませんか？― 
シフト制では、採用時に勤務日や勤務時間を決められな

いため、実際の勤務はシフトによって決定されます。しかし、
シフト制であることを理由に労働条件を曖昧にしてよいわけ
ではありません。労働者を採用する際、労働条件通知書等
により労働条件を書面で明示する必要があります。 
特にシフト制の場合は、「始業・終業時刻」「休日」につい 

て「シフトによる」と記載だけでなく、勤務日や勤務時間がどのようなルールで決定されるのかを明らかにしてお
きましょう。例えば、シフトの作成時期や通知時期、希望休の申出期限、勤務可能な曜日や時間帯、想定される勤
務日数や労働時間などを示しておくことで、労使双方の認識のずれを防ぐことができます。また、採用時の説明と
実際の働き方に大きな差が生じると、労働者との信頼関係を損なう原因になります。 
皆様の事業場では、労働条件通知書にシフト制特有のルールまで記載できていますか。この機会に、採用時に

交付している書類の内容を見直してみましょう。 
 
―シフト制でも年次有給休暇は発生します― 
シフト制であっても、一定の要件を満たせば年次有給休暇が付与されます。勤務日数が少ないパートタイム労

働者であっても、所定労働日数に応じた年次有給休暇が発生するため、「シフトだから有給はない」と誤解してい
ないでしょうか。年次有給休暇は、原則として労働者が請求した時季に与える必要があります。そのため、「既に
シフトが決まっている」「シフトに入っている」「人手不足で困る」といった理由だけで取得を認めないことはできま
せん。シフト制であっても、年次有給休暇に関するルールは変わりませんので、年次有給休暇取得を前提としたシ
フトを組むようにしましょう。 

 


